
作成日：令和２年９月8日

タイムライン

（目安時間）

事前の備え ○ハザードマップの確認，マイ・タイムラインの作成

○避難場所や避難ルートの確認，帰宅困難な場合の対応の確認

○家族間の連絡方法の確認，学校との連絡方法についても確認

○非常時持ち出し品の確認

７２時間前 ○気象庁台風情報（以降，随時） ○テレビ・インターネット等による気象情報の確認（以降，随時）

（３日前） ○茨城県防災情報メールや自治体のメールマガジンでの情報収集（以降，随時）

４８時間前 ○台風説明会（水戸地方気象台） ○災害情報連絡担当者会議（県） ○避難場所，避難ルート，連絡方法，非常用品の再確認

（２日前） ○家周辺の風で飛ばされそうなものがないか確認

●対応の見直し（休校の判断等）●注意喚起（川に近づかない等）

○メール配信による注意喚起 ●避難時の必要事項（避難場所，避難ルート，連絡方法，非常用品等）

（県教委・市町村教委） ●自宅周辺が危険な場合，自主的に避難等を判断することの確認　等

２４時間前 ○冠水などによる通行止め情報の確認（以降，随時）

（１日前） ○学校からのメール等の確認

■休校の措置をとる場合 ○学校へ子どもを迎えに行く

前日午後７時までに緊急情報メール，学校ＨＰで保護者に連絡する。 ※河川氾濫，土砂災害等の危険が迫っている場合は迎えに行かない。

■登校後に保護者に引き渡す場合 ○子どもへの声かけ（外出を控える，川に近づかない等）

近隣学校と協議→緊急情報メール，学校ＨＰで保護者に迎えを依頼する。
※河川氾濫，土砂災害等の危険が迫っている場合は保護者に引き渡さない場合もある。

○携帯電話の充電

１８時間前 ○避難所開設（市町村） ○近くの川の水位を調べる

○避難準備・高齢者等避難開始

発令（市町村）

○避難所までに移動する時間がかかる場合は，早めに避難する

○災害警戒本部設置（県） ○支援を要する子どもがいる家庭は，早めに避難する

１２時間前 ○隣接県での大雨特別警報 ○避難勧告発令（市町村） ○休校措置後，下校後，家庭において安全確保（又は避難）

（半日前） ○家庭の安否状況の確認

６時間前 ○近くの川の水位をインターネットで調べる

＊川の防災情報（国土交通省WEBページ）などを参考にする

（参考）恋瀬川府中橋の判断水位（石岡市ハザードマップより）

○避難指示発令（市町村）

○災害対策本部の設置（県・市町村）

０時間前

６時間後 ○学校の被害状況把握（県教委） ○安否について学校へ連絡

○生徒の安否確認（県教委） ※電話等が使えない場合は，ＮＴＴ災害伝言サービス（１７１）を活用する。

○生徒の安否確認　○被害が甚大な場合，学校再開の検討と保護者への連絡

※電話等が使えない場合は，ＮＴＴ災害伝言サービス（１７１）を活用する。

○県教育委員会に安否確認・登校・休校等の報告

○学校再開，休校等に関する情報把握，集

計（県教委）

茨城県立石岡第二高等学校タイムライン　～台風（大雨）想定～

○自宅近辺で浸水，土砂崩れ等のおそれがある場合，家庭の自主判断による安全確

保（自宅又は避難所）

○外部業者（購買等）の対応確認

○茨城県防災情報メールや石岡市メールマガジンでの情報収集（以降，随時）

※河川氾濫，土砂災害等の危険が迫っている場合や通勤ルートが通行止めなどの場合は，学校に留ま

る指示をする場合もある。

○県防災情報ネットワークによる気象情報・避難情報の確認

○県防災情報ネットワークシステムによる気象情報・災害情報の確認

○テレビ・インターネット等による気象情報の確認

○学校内外の被害状況確認　○県教育委員会へ被害報告

○災害対応，被害の実際を時系列で記録

○避難所開設の支援（石岡市との協力体制の確立，必要物品準備等）

○自宅が遠い教職員に帰宅を指示（台風上陸想定時刻等を考慮）

※土日，祝日等の休業日をはさむ可能性がある場合は，早めに対応する。

○学校施設内に風で飛ばされないようなものがないか点検する

○教職員緊急連絡網，当該市町村防災担当部局連絡先の確認

○避難所になった場合の教職員参集体制の確認と学校施設利用計画の確認

○校内における災害対応の方針確認（管理職）→教職員への共通理解を図る

○近隣学校（石岡一高，石岡商業高，中央高校）との対応の検討・確認

○避難した場合，どこに避難をしたのか学校へ連絡（洪水発生などで避難が長期化する恐れが

あり生徒の安否確認が必要）○避難した場合，どこに避難したのか管理職へ報告（教職員の安否確認）

○保護者への文書配布

気象庁・水戸地方気象台 茨城県・県教育委員会 家庭学校の対応

○学校所在地や生徒居住地の災害リスクの把握

※洪水浸水想定区域，土砂災害警戒区域にあるか否か等を確認する。

○臨時休業の判断基準の検討

○学校の対応に関する保護者への事前通知

○県防災情報ネットワークシステムによる気象情報の確認

○テレビ・インターネット等による気象情報の確認（以降，随時）

○県防災情報ネットワークシステムによる気象情報・避難情報の確認

○県教育委員会へ災害対応を期限までに報告

水防団待機水位 2.6m

氾濫注意水位 3.0ｍ

避難氾濫水位 3.7m

氾濫危険水位 4.2m

警報級の可能性（５日前から）

強風注意報

強風域入り

大雨・洪水注意報

大雨・洪水・暴風警報

暴風域入り

台風最接近，上陸

警報の解除

注意報の解除

記録的短時間大雨情報

土砂災害警戒情報

恋瀬川氾濫警戒情報

大雨特別情報

河川氾濫，土砂崩れ


